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＜連絡事項＞

・コロナ遺伝子検査の担当表と予約表を作成しています。入力後、実施報告のメールを忘れないにしましょう。
・9/4（土）貯水槽の清掃のため、レストランが断水となりますが、レストラン利用は通常通りとなります。
＜患者様連絡事項＞
・竹洞　総子様～臨時薬同内容で６日分処方、次回より定期処方となります。
・五日市　規様～臨時薬内容変更なく6日分処方、次回より定期処方となります。来週の定期薬よりラツーダ(80)1T　1×寝る前が2T　2×朝夕食後へ変更となっています。
・小林　司様～臨時薬内容変更なく６日分処方、次回より定期処方となります。定期薬よりアナフラニール(25)6Tから4Tへ変更なります。

・四戸　水晶様～父来院され、原稿用紙、ステックのり、袋入りお菓子9個、ペットボトルジュース3本、ステック糊2個、持ち込みがありました。また今後について担当スタッフと話し合っています。
・小笠原　文人様～兄より、お菓子、ジュースの持ち込みがありました。
・小山田　順様～妻来院され、現金2万円と自宅の鍵、貴重品の持ち込みがありました。

＜要注目患者様＞
・五日市　規様～妄想発言や不機嫌さなく、プログラムにも参加しています。余暇はホールで過ごしていますが、壁叩きはありません。入浴は行っていますが更衣や洗濯は行っていません。引き続き、所在の確認を行い、銀行への外出を促していきましょう。

・森　ひで様～入浴介助するスタッフの確認を何度もしている事があり、都度対応しています。自己中心的な発言や妄想発言はありません。引き続き褥瘡予防の悪化に努めていきましょう。
・立花　圭様～母に対する不満を訴え、朝食拒否しています。悲観的な言動も聞かれており、プログラムも参加していますが、すぐに病棟へ戻り、暴言・苛々感訴えています。粗暴行為や器物破損はなく経過しています。時折苛々した様子で話しかけはありますが、午後からは比較的落ち着いて過ごすことができています。
＜金Ｄｒ診察情報＞

・井上　和美様～作業中に怒鳴ることや、夜間帯の睡眠状況について情報提供している。

診察中も本人より眠れなくなっていると話すが、アリピプラゾールを以前服用していた量へ戻る事を伝えると、「三叉神経が…身体が冷える、痩せてくる」と拒否し、徐々に怒り出しオブラートがなくても飲める薬を出してほしい、眠剤を増やしてほしいと要求しているが、服用している以上の眠剤は処方できないと伝えると更に怒り出し「妹に電話して他の病院に行くように言ってやる、ここから出て行く」と興奮あり。興奮状態のまま診察を終えている。臨時薬は内容変更なく14日分処方となっている。
・坂本　福子様～昼夜逆転傾向であり、頓服薬の眠剤を服用すると次の日作業や食事を拒否する事があるため、眠剤は出来る限り服用しないよう伝えている事を担当医へ情報提供している。診察時も夜は眠れているが、日中も眠いと話している。処方変更はなく、14日分処方となっている。ピコスルファートナトリウム内用液3本処方となっている。
・小笠原　文人様～動作緩慢で、移動時の傾きが著明であることを情報提供している。

診察では調子は「まあまあ」で「ふらふらする事や眠くなる事がある」と訴えているが、定期薬の変更はなく、経過観察となる。
・中野渡　鉄男様～調子は「別に変わりない」、体重も「同じだ」と話している。

体重測定を継続し、減量していくよう指示が出ている。
・吉田　和真様～服薬自己管理は問題なく行っている事を情報提供している。調子については「たまにふらついたり、吐き気がある」と話す。減薬してからそのような症状が出たが、軽度であるとの事。9/3にお金をおろしに行く予定となっている。臨時薬内容変更なく、14日分処方となり、アドエアディスカス1個処方となっている。
・高橋　康満様～最近の様子について「体力が落ちた、ない」「ラジオ体操もできない」と訴える。一通り話し終えると、退室している。
・十日市　利喜様～腰痛については「なんぼか痛い」との事であるが、内服薬はいらないと話している。
・角濱　義弘様～8/27(金)に不安時のジアゼパムを服用しているが、その後は服用しておらず、飲みたいけど我慢していると話しており、我慢せず服用していいと説明受けている。また最近の様子について、横になっている状態が殆どで、起きていると身体がしんどいとの事。臨時薬は内容変更なく14日分処方となっている。以前ヘルニアになった事があり、１週間前から右足の痺れがあるため、八戸赤十字病院の整形外科でＭＲＩを撮りたいと訴えるが、外出は制限しており緊急性はないため経過観察となっている。また運転免許の更新のための外出については、延期できる書類を用意すると担当医より話が出ている。
